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酸素系、液体酸素系の３

を変化させた場合の各種

法他を用いて解析した。

いのに対し、油溶性汚れは洗剤の

。浴のPHの影響をうけ、酸性では

を示した。②色柄物の市販衣料に

変化や光沢度低下か認められるー

た。③過酸化水素を主剤とする液

に効果的で、しかも、毛・絹を含

認できた。

からみた家庭洗濯の実情－その変化と問題点一

学研究所　○松田孝一，藤森英明，重弘文子

当研究所では. 消費者の方々からの相談を’‘花王エコーシステム９　に蓄積し，そ

内・外ヘフィードバックしている。今回はその中から衣料の洗濯に関する相談に

てて，家庭洗濯の実情を把握するとともに，5年前1 ）と比較して，家庭でどのよ

や問題が生じているかを検討した。

花王エコーシステムにより, 1989年（1月～12月）の洗剤, 漂白剤，柔軟仕上げ剤

関する相談について解析し, 1984年と比較した

果］５年前に比べて変化のないもの：①商品別では柔軟剤，糊剤に比べ洗剤や漂白剤

するものか多い. ②相談内容をみると相変わらず，黄ばみ，カビ，油などの「汚れ・

の落とし方」，黄変や変植色などの「トラブルの対処法」，ウールなどの「衣料の手

法」に関する相談が多い。(3)家庭洗濯での主な問題としては，“衣料の蛍光剤による

変色”ど塩素系漂白剤によるワイシャツの芯地の黄変”があげられる。これらの問題は

洗濯する前よりは，洗濯後何らかの変化が生じてから相談してくるケースが多い。

　５年前に比べて変化したもの：①洗剤のコンパクト化に伴う計量に関する相談の増加が

みられた。これらを背景として計量する習慣が徹底してきたようである。②衣料の流行や

素材の変化にあわせて，絹などの手入れに関する相談が増加している。③洗濯機の全自動

化，大型化などに伴う問題も生じている。

　これらの家庭洗濯にかかわる問題については, 新たな解決策が望まれているといえる。

　　1 ）B本家政学会第3 7■大会(19 8 5)にて口阻発表。


